
【 臨床研究に関する情報の公開 】

子宮体癌で当院を受診された患者 さまの試料・情報を用いた医学系研究に対する

ご協力のお願いについて

項   目 内 容

1.研究課題名 本邦における子宮体癌に姑する低侵襲手術 (“lIS)の実態調査

2.研究の対象者
2015年 1月 1日 から2017年 12月 31日 の間に、当院の婦人科において腹腔鏡を用いた子宮体
癌の治療を受けられた方

3.研究期間 令和4年 1月  21日 令和 4年 3月 31日

4.研究実施体制 と
研究責任者

研究実施場所 :関西電力病院 婦人科
研究責任者  :婦人科 永野 忠義
共同研究機関 :東海大学医学部附属病院産婦人科学
資料・情報提供機関 :東海大学医学部専門診療学系産婦人科学 准教授 吉田浩

5,本研究の意義・

目的

現在の本邦における子宮体癌に対する腹腔鏡手術、ロボット支援下手術の実態について
把握する。

6.研究の方法

日本産婦人科学会腫瘍登録データベースからのデータを用いて症例を解析すると同時
に、不足している再発状況に関する情報や手術手技に関する情報を匿名化の上で各施設
より収集する研究のため、当院でのデータを東海大学医学部附属病院へ提供する。

7.研究に用いる試
料・情報の種類

子宮体癌患者における術式の詳細、術前診断、術後補助化学療法の有無、病理結果、再
発の有無などに関する情報。

8.試料・情報の保
管方法と廃棄方法

保管場所 :東海大学医学部附属病院産婦人科准教授室 スタン ドアローンパソコン。本
研究で得られた情報は研究終了後5年 もしくは研究結果発表後3年のいずれか遅い時期に
廃棄する。

9.個人情報の保護
について

情報収集には、診療 IDや患者識別コー ド等を用いることで匿名化されています。情報
が個人を特定する形で公表 された り、第二者へ知られたりすることはありません。
研究にご自身の臨床データや試料を提供 したくない場合は、 11.問 い合わせ 。苦情等
の窓ロヘお申し出ください。お申し出いただいても、診療等に不利益が生じることはあ
りません。

10.情報管理責任者 関西電力病院 婦人科 永野忠義

11.問い合わせ 。苦
情等の窓口

〒553-0003 大阪市福島区福島 2丁 目1番 7号
関西電力病院 婦人科 永野忠義
電 話 :06-6458-5821(代 表 )
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